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Ⅶ．車両管理の内容

１．車両管理の義務及び目的
自動車の使用者は、経済的な運用、車両欠陥による事故防止、整備不良に伴う排気ガス・騒

音等の公害防止等のためにも車両を管理することが必要です。
これら自動車の安全確保、公害防止対策としての整備管理と経済的な運用をするための使用管

理を合理的に行うことを車両管理と言います。

２．車両管理の内容と実務
（１）　燃費の管理

燃料の消費は、運転操作・路面状況・交通状況によっても左右されますが、点検整備の
実施や運転操作を適切に行うことは燃料消費の節減に大きな効果があります。

○エア・クリーナの清掃や、エンジン・オイルの汚れ・油量等、燃費を悪くしないた
めの点検を実施する。

　加速をさせない等のエコドライブテクニックを運転者に指導する。

（２）　油脂の管理
○エンジン・オイルの消費量は、補給量と交換量に分けて把握することが大切です。交換時期

は、オイルの劣化程度によって適切に決めなければなりません。潤滑オイルは、良質で安価
なものがよいのは当然ですが、使用目的に応じたものを選定する必要があります。

（３）　タイヤの管理
○選定基準、ローテーション等の使用基準を定めて適切に行うこと。特に、当該自動車に

使用できるタイヤのサイズ、空気圧、摩耗限度等を把握しておくこと等の確実な管理によ
り無駄がなくなり、タイヤの寿命が延びる等の経費削減にも役立ちます。


